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〔フェミニズム・女性学〕

「アジアの女たちと宗教』

山下明子

解放出版社 1997年 8月  1785円

アジアには古くから多くの宗教がある。各地で女性た

ちが支えてきた宗教共同体も多いが、その歴史と実態

と女性たちの新たな動きを伝えている。多様で複雑な

宗教事情とそれをとりまく情況が要領よく書かれている。

『女のことばの文化史』

遠藤織枝

学陽書房 1997年 5月  1995円

古代から日本語に女性語があったのかという疑間、平

安時代はどうなのか。その後の時代はと気になるが、

著者の分析は明解だ。最近の造語に至るまで時を追っ

て明かしてくれる。文化史として面白くよめる。

『女とことば今昔』
いまむカかし

杉本つとむ

雄山閣出版 1997年 5月  1995円

女のことばは時代と共に移 り変わっている。著者は、

このリストの書籍をご希望の方は、

同封の振替用紙の通信欄でお申し

込み下さい。書籍代は送料共でお振

り込みくださいますようお願い致

します。

ご注文の本の定価の合計額に、下の

表の送料を合わせてお送り下さし、

なお、お電話でのご注文も受け付け

ています。

2,∞0円 まで        400円
2,CX11円～4,000円 まで   500円
4,lX11円～10,OCICl円 まで   600円
10,001円以上       700円
電話・ファックス・お手紙等でのご

注文は、天満橋店にお申しつけ下

さい。

本誌からの無断転載・ コピーはお

断りいたします。

便宜上消費税 5%を含んでいます)

日本文化と社会的な背景が女性と女性のコトパにどの

ような変化をもたらしたかを吟味する。ことばの歴史

をたどっていくと、その時代の女性観も見えてくる。

古代から最近の女子高生ことばまで。

『女について 反女性論的考察』
村上信彦

こぶし書房 1997年4月  3150円

在野の研究者として女性論を書き続けた著者の主張は

時代を経て今も新しい。そして実に読みやすい文章だ。

1947年～77年までの著作を集めたもの。女 らしさにつ

いて、女がいかにつくられてきたかを男である著者が

女の立場に身を寄せて語る。

『キャンパス 性差別事情,ス トップ・ザ・ アカハラ』
上野千鶴子編

三省堂 1997年 7月  1575円

「アカハラ」なる新造語が使われているが、アカデミッ

ク・ ハラスメントの意である。大学社会の構造にアカ

ハラを横行させる土壌があるという。具体的な差別の

実態、留学生などに対するセクハラをはじめ、様々な

ケースを当事者が語っている。どの大学でも、似たよ
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うなことが起こっているのがわかる。「傾向と対策」

がついているのがいい。

『ジェンダー解体の軌跡一文学 。制度 。文化

―ポスト構造主義フェミニズム文化批評』

有賀千恵子

日米女性センター 1996年 11月  2940円

(P17「わたしの推したいこの一冊」参照)

『女性研究者の可能性をさぐる』

JAICOWS
ドメス出版 1996年 12月  1890円

日本でも女性研究者は確かに増えた。しかしその環境

は決していいとはいえない。「女性科学研究者の環境

改善をめざして」と題されたシンポジウムの記録を収

録 している。女性研究者に一読をお薦めしたい。

『女性学の挑戦―家父長制 。ジェンダー。身体性へ』

金井淑子

明石書店 1997年 5月  2205円

女性問題が一つではくくれなくなった。女性像の多様

化、部分化、意識の変化が大きい。性差別や抑圧を自

覚しない (で きない)「幸福感」、戦後家父長制を残 し

たままの主婦フェミニストとHANAKO族のワガママ。
それぞれの女としての現実の違いを超えて、著者は自

分自身への問い直しを呼びかける。

『性差の科学』

坂東昌子 功刀由紀子編
ドメス出版 1997年 3月  2940円

飛躍的に発展した最新の科学にてらして性差の見直し

をしていく。女の脳と男の脳、性の分化の起源、体・

体力の性差、性格の形成と判定、女性研究者の現状な

どを検証 していく。

『叢書 現代の宗教⑪ 女性と宗教』
大越愛子

岩波書店 1997年 6月  1575円

宗教によって生じる女性への暴力や差別を明らかにし

ていく。キリスト教フェミニスト神学による理論的な

挑戦、仏教とイスラームに対するフェミニズム理論な

どを紹介、論考している。果たして宗教は差別や暴力

を超えられるのだろうか。女性にとっては、興味深い

ところである。

『決定版 第二の性① 事実を神話』
シモーヌ。ド・ボーヴォヮール

井上たか子 木村信子監訳
新潮社 1997年 4月  3150円

『決定版 第二の性② 体験』
中嶋公子 加藤康子監訳
新潮社 1997年 4月  4620円

女性解放運動の理論的な拠り所となったあまりにも著

名な本著を日仏女性資料センターの「『第二の性」を

原文で読み直す会」が翻訳した。旧訳書では理論書と

しての本書の意義が薄れていたこと、意味をとり違え

ていたところなどを正している。日仏女性資料センター

の方々のご努力とこの本の出版に敬意を表したい。

『たたかう性

一英米文学のヒロインたちに見る反「近代」』

英米文化学会編

一葉社 1997年 4月  3360円

文学作品にあらわれたセクシュアリティをテーマにし

た論文集。アイリス・マードックの「イタリアの女」、

オスカー・ ワイル ドの「サロメ」、D.H.ロ レンスの

「恋する女たち」などを取り上げ、「近代」という名の

抑圧に<た たかう>ヒ ロインを描いた作家とその作品
を「性」を中心に、今までと違った視点で読み解いて

いる。

『メディア・ リテラシーを学ぶ人のために』

鈴木みどり

世界思想社 1997年 6月  2415円

メディア・ リテラシーとは、市民

がメディアを分析し、評価し様々

な形のコミュニケーションを創り

出す能力であり、そんな力の獲得

をめざすとり組みまでを指すとい

う。理論に続いて学びの実践、そ

してコミュニティ・ ラジオなど、実際に行われている

市民参加のメディアを紹介している。日本ではこれか

らのしかし大切な分野だ。カタカナ単語が多すぎて、

読みにくくしているのが残念だ。

『両性平等論』

フランソワ・ プーラン・ ド・ ラ。バール

古茂田宏 今野佳代子 佐々木能章
佐藤和夫 中島陽一訳

法政大学出版局 1997年 7月  3780円

これほどの本が17世紀に書かれていたとは驚きである。

当時としては余りに過激であったために一 つまり徹

底 した男女平等論であったために、まだ読み解く力を

もたず、反論さえ出なかったという。「両性の平等に

ついて」(1673年 )と 「女性教育について」 (1674年 )

が翻訳されたことは意義深い。訳もとても読みやすい。

女性学に興味ある方には必読書だ。
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『女性が輝く時代 ポテンシャルを開く21章』
日本BPW連合会

産能大学出版部 1997年 4月  1680円

BPW(働 く女性の組織)が男女平等に尽 した男性に
贈るベストメン賞受賞者のことばを集めた。女性への

応援歌。

『安全靴とハイヒールー建築現場で働く女たち』

平山友子

パンドラ 発売現代書館 1997年 5月  1890円
職人の世界で生きる女性13人を取材。建築設備、大工、

内装、板金、電気設備等々建築の現場で働く女性が増

えているが、一般の理解はまだまだ。しかし自分の腕

で自分を生かす喜びは大きいという。全国の公的職業

訓練機関 。女の大工教室の一覧がついている。

『この資格をねらえ !

取れば役立つ資格238徹底検証ガイ ド』

別冊宝島

宝島社 1997年 3月  816円

『再就職ママの77の仕事―もう一度働きたい !― 』
リターンマッチ
             子育てネット

ダイヤモンド社 1997年 6月  1365円

時間の自由な仕事、家でできる仕事、趣味を仕事にす

るなど、先輩の活躍を取材。就業時間、働き方、収入

などを紹介している。

『在宅ワーク成功術 小資金で稼げる』
村上広美

実業之日本社 1997年 6月  1575円

好きな時間に好きなように仕事をする在宅ヮークのす

すめ。フリーランスの人のための交流組織や、起業家

育成の組織も紹介している′。

『主婦からスペシャリストヘ

ーあこがれ職も夢じゃない』

木村もちこ

(株)DHC 1997年 4月  1470円
このまま家事と育児だけで終わりたくないと主婦なら

一度は思うだろう。グチってないで、挑戦 しようと呼

びかける。実際あこがれていた職についた人の話を聞

き、どんな人が向くのかを提示している。誰もがうま

くいくとは限らないがヒントにはなろう。

『女性に有利な資格のカタログ150 '98年 度版』

一ツ橋書店編

一ツ橋書店 1997年 4月  1050円

『女子短大生の就職試験 '98』

女子教育開発協会編

有紀書房 1997年 5月  683円

『パー ト・アルバイ トの トラブル対処術

〔いざという時のために〕』

金子雅臣 小川浩一
緑風出版 1997年 4月  1890円

『働く女性のお助け本』に続く職場の対処術。パート・

バイトで働く人のための情報やアドバイスを満載。

『四十四歳ひら社員』

―どうなってるの ?こ の格差、働く女性の生の声―

谷日のり子

近代文芸社 1997年 4月  1365円

表題通り、23年間働いてきた女性は今だにひら社員。

職場で家庭で、働く女性が見たり、感じたりしてきた

ことは ?所得半分、仕事 3倍 といわれる女性社員の体

験談。

『ワーキングウーマン 香港で星をつかんだわたし』
岡本紀子

中央公論社 1997年 5月  1365円

著者は香港の多国籍企業スターTVに 勤務。香港で働
く女性の体験をエッセイに綴った。香港のビジネス社

会の様子が描かれている。

『ワーキングマザー・ コミック

脱・専業ママ宣言 !』

〔指導 〕新澤誠治  〔マンガ〕みさきのあ
フレーベル館 1997年 6月  1050円

『ワーキングマザー・ コミック

両立・ゆうゆう宣言 !』

〔指導〕新澤誠治  〔マンガ〕みさきのあ
フレーベル館 1997年 6月  1050円

ク『家族データブッ

ー年表と図表で読む戦後家族1945～ 96』

久武綾子 戒能民江 若尾典子 吉田あけみ
1997年 7月  2940円有斐閣

年表と図表と解説・ コメントで戦後50年の家族や家庭

に関する事項を並べた。

『家族と性 (現代日本文化論 2)』

河合隼雄 大庭みな子共同編集
1997年 6月  2415円岩波書店

激変する現代の家族と性、その背景にある日本文化の

く〕〔働

族〕〔家
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変容を探っている。原ひろ子、落合恵美子、掛本L悠子、

香山リカなどが各々の立場から家族を問う。各々が面

白い読物になっている。

『家族の問題―こころの危機と家族のかかわり』

亀口憲治

人文書院 1997年 4月  1995円

今の家族が抱える問題に真正面から向き合う誠実な書。

家族療法を軸に臨床事例を専門的な解説で補足。ここ

ろの絆 (き ずな)を絆し (ほ だし)と 読みかえること

や、家族療法に「境界膜」の概念をとり入れる点など

興味深い。

『子どもを支えることば 立ちすくむ家族へ』
崎尾英子

言叢社 1997年 5月  2520円

NHKこ ども教育電話相談から事例23例 をとりあげ解

説している。「学校にいけない」「食べられない」など

の危機のメッセージを発する子どもに、親のことばや

態度が「日常の病理」を呼び起こす。カウンセラーが

行動パターンに気づかせ、子どもへの対応を気づかせ

る過程がよくわかる。

随降A外国人との恋愛 。結婚 。生活ガイ ド』

斉藤弘子

明石書店 1997年 6月  1575円

約170万人、国籍数も180カ 国の人たちが日本にいて外

国籍をもつ。恋愛や結婚も多様だ。同時に様々な悩み

にもぶつかる。そんな悩みに対 してQ&Aで答えてい

く。実際的に役立つ答と基礎知識を教えてくれる。

『現代家族と福祉』

後藤澄江

有信堂 1997年 7月  2625円

女性の晩婚化、未婚化、少子化にともなう家族の変化

をうけて、どのように社会福祉のシステムを変えていっ

たらいいのか。意識変革と共に住民参加型へと向かう

ことが不可欠という。

『現代生活経済論―真の「豊かさ」とは何か―』

馬場康彦

ミネルヴァ書房 1997年 4月  2730円

日本の「豊かさ」の分析を家計調査等で国際比較する。

家庭経済のキー概念を「社会化」と「標準化」でとら

えデータで実証するが、もう少し新しいデータの数字

がほしいところ。

『<近代家族>を超える一非法律婚カップルの声』

善積京子 青木書店 1997年 7月  2625円

(P18 「書評」参照)

『育ちあいの家庭をつくる』

田中恒子

かもがわ出版 1997年 5月  1300円

わたしらしく生きたいと考えていた著者が結婚し、働

く者どうしが相手のことを思いやりながら生活を創り

上げる。夫婦の姓は ?仕事は ?家事は ?人生というの

は限りない判断と自己決定の連続と著者は述べる。家

計簿のつけ方がおもしろい。

『父親崩壊』

好木浩之

新書館 1997年 4月  1680円

人と人との関係を「やりとり」「交換」の視点から見

るための経済思考が必要だとする経済心理学の立場。

家庭アイデンティティの崩壊を防ぐには、家族の中に

市場原理を入れること、情報化社会の中で「内なる父

親」が求められていると予測する。

『図説 変わる家族と子ども』
(財 )日本女子社会教育会編

(財 )日 本女子社会教育会 1997年 2月  900円

家族の変化に焦点をあてたデータを集め、家族の形態

や生活、意識の変化を図版でわかりやすく解説してい

るブックレット。

『ひとりつ子の反乱―恋愛・結婚だれのため ?』

西浜優子

ほたる出版 発売星雲社 1997年 5月  1680円
少子化、高齢化が進む中でのひとりっ子の結婚。子離

れできない親と、親離れできない子。親子もたれあい

と、夫と妻の乖離。日本的家庭関係の歪つさをルポル

タージュ。

『夫婦の胸さわぎ』

中村正夫

かもがわ出版 1997年 5月  1400円

離婚や夫の暴力、セックスなどをテーマにし、夫婦に

おける自分の気持ちの変化を取材し、まとめたもの。

夫婦関係の背後にある構造もわかりやすく解説している。

『未婚化社会の親子関係

一お金と愛情にみる家族のゆくえ』

宮本みち子 岩本真珠 山田昌弘
有斐閣 1997年 7月  1680円

豊かな社会といわれる現在、結婚しないリッチなヤン

グが増えている。親は子どもに扶養されたくないと思

い、子は負担になる親を嫌うという。超高齢社会の中、
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親子の経済関係、未婚化がもたらす家族と社会はどう

変わるのか。欧米の例も見ながら分析し未来を考える。

『モデルなき家庭の時代

一生きる力を育む生活文化ヘー』

天野寛子

はるか書房 1997年 6月  1890円

先日の神戸の中学生による殺人事件で日本中を驚か し

たように、普通の家庭の普通の子どもたちが起こす事

件。豊かな生活の中にある空洞をうずめるために新た

な生活文化の創造をよびかける。今最もタイムリーな

本かもしれない。

「わが国における婚姻の実態的変遷』

高嶋めぐみ 高文堂出版社 1997年 4月  3990円
婚姻史を法制度的、形式的なとらえ方でなく、実態に

せまるために、実に多くの慣習、儀式、風習、民話、

昔話、言葉、川柳など、庶民の活きた資料を駆使 して

論考した労作。

〔こころ・癒し〕

『家族カウンセリングの技法

―家族を援助するアドラー心理学―』

バーニス・ プロニャ・ グランウォルド

ハロル ド・ V。 マカッビー

坂本洲子 江口真理子訳
一光社 1997年 7月  3150円

アドラー心理学は精神科医アドラー博士が1920年 初頭

に家族カウンセリングのための児童センターを設立 し

たことから始まった。平等、相互尊敬、よりよいコミ

ニュケーションに基づくアドラーの家族カウンセリン

グは、世界中に広がった。アドラー心理学の理論をお、

まえた技法が、わかりやすく簡潔に書かれている。

『家族の中の心の病―「よい子」たちの過食と拒食』

斎藤 学
講談社 1997年 2月  714円

普通の家庭の頭のよい子が危ない。親と子、兄弟姉妹

の関係に問題があるとき― どこの家でもよくあるこ

とだ一 心に傷を受けて我慢し続ける少女たちが拒食

と過食に陥いる。問題を解決するには一 。

『カナリアの歌

―自分のからだを愛せない人へのメッセージ』

斎藤 学編
学陽書房 1997年 2月  795円

ナバの会は、摂食障害の人たちのための自助グループ。

会報「いいかげんに生きよう新聞」への投稿から、彼

女、彼らの孤独と不安をみつけ、自分のからだを愛す

ることを呼びかける。伊藤比呂美の講演「過食・ 拒食

はすっごく楽しい」も載っている。

「こころの傷の処方箋―<家族の病>を癒すには』
別冊宝島307

宝島社 1997年 4月  1050円

家庭内暴力、不登校、少女売春、児童虐待、アルコー

ル、薬物依存、セックスレス等様々な形となって現れ

る心の傷を癒すには。<家族の病>を克服していく過
程を事例でみていく。

『こころの旅路 死別の悲しみをこえて』
エリザベス・ コリック

長田光展監訳 山本洋子 伏谷幸子訳
新水社 1997年 6月  1680円

愛する人と死別したときの深い悲 しみから立ち直るに

はその死を受け入れることから始まるという。

『新 自分さがしの心理学―自己理解ワークブック』
川瀬正裕 松本真理子

ナカニシヤ出版 1997年 4月  1785円

自分をよく知ることから他人との関係も、社会との関

係もみえてくる。自己理解のためのヮークブック、心

理学の理論をもとに基礎知識、書き込み、結果の整理

と解説が各項目毎についている。試 してみては ?

『目不酔草紙 めさましそうし
―フェミニストカウンセラー

のみた女たち』

河野貴代美

ミネルヴァ書房 1997年7月 1890円

「素顔のカウンセラーの肉声が聞

こえる」とオビにうまい言葉が書

いてあった。フェミニストカウン

セリングを日本に定着させた著者

が、自分の人生 。家族・仕事を出会った沢山の女性た

ちの生き方と重ね合わせながら語る。女たちに力を与

えてくれる好著。

〔子 育 て〕

『医療最前線の子どもたち―今ここに生きる子ども』

向井承子

岩波書店 1997年 4月  1260円

医療技術の進歩で、重い病いや障害をもつ子どもたち

が生きる可能性は広がった。管と電線につながれる小

さいいのちは ?小児科医療現場の最前線をルポ。



ウイメンズ ブックス 第64号  1997年 8月 25日

『きみには関係ないことか

一戦争と平和を考えるプックリスト'90～ '96』

京都家庭文庫地域文庫連絡会

かもがわ出版 1997年 6月  1050円

いま世界で起こっていること、戦時下のくらし、沖縄、

被爆などについて書かれた子どもの本を集めた。私た

ちにできることなど、前向きにとりあげている。将来

を担う子どもたちに平和の大切さを伝える本の少ない

今、一冊ずつていねいに解説 しているので、先生方に

も是非利用してほしい。

『虐待を受けた子どものプレイセラピー』

エリアナ・ ギル 西澤 哲訳
誠信書房 1997年6月  3150円

虐待を受けた子どもの心の傷をプレイセラピーによっ

て癒していく過程を事例を通して紹介している。事例

の検討の考察も行っている。心理癒法の参考書。

『検証子どもの権利条約

市民がつくる子どもの権利条約自書』

子どもの権利条約フォーラム実行委員会

日本評論社 1997年 6月  1785円

日本での子どもの権利水準を検証する。子どもの権利

保障の進み具合を、様々な地方自治体からの報告や、

NGOの実態報告、NGOが 出来ることなど、国の報告

書に対 して市民の側から資料を提供する。

『子どもの事件簿―お母さん弁護士がんばる』

渡辺和恵

フォーラム・ A 1997年 6月  714円

様々な子どもへの人権侵害を弁護士の経験と子どもの

権利条約に照らして書かれたもの。いじめ、体罰、ス

クールセクハラ等々子どもの事件簿から、子どもの権

利がしっかりと確立されていない現状が浮かび上がる。

少年事件についても考えさせられる。

『子ども虐待の防止力を育てる

一子どもの権利とエンパワーメント』

女性ライフサイクル研究所

法政出版 1997年 5月  1890円

子どもに対する虐待が、漸く注目されはじめた。家庭

で学校で虐待された子どもたちの回りの大人たちがで

きること、子どもが虐待に会わないよう防止するため

のノウハウ。子どもの人権を大切にする観点から述べ

られている。

『子ども性虐待防止白書―子どもポルノ
。子ども買春・

家庭での性虐待・ スクールセク

ハラ・痴漢』

子ども性虐待防止市民ネットワーク。大阪編

ウイメンズブックストア松香堂

1997年 7月  882円

私たちの身近に発生する子どもヘ

の性的虐待。子どもたちの性が搾

取されている現実をみつめ、それ

をストップさせるためのとり組みと課題をまとめた。

誰もが考えてほしい問題である。

『子どもの権利条約を読み解く

一かかわり合いの知恵を』

大田 尭
岩波書店 1997年4月  1995円

子どもの権利条約 (1990年発効94年 日本批准)の一つ

一つを読みとき、地球市民時代の教育論を展開する。

『だっこはきもちいい一ぼくの育児絵日記』

横山文靖

ユ ン`ク舎 1997年 7月  1575円

男性が育児休業をとって、育児すること7カ 月、母性

愛が芽生えて、それ以後も消えないという。心暖まる

絵と文。

『私のまわりは美しい

-14歳 までのシュタイナー教育』

松井るり子

学陽書房 1997年6月  1575円

副題通り、シュタイナー教育の実際を紹介している。

子どもをのびのびと育て、そしてもっている能力を伸

ばしていくのにこの教育は理想的なんだろうなと思う。

指導者の力量が必須だろう。

〔からだ。性〕

『お産婆さんの知恵で一安らぎのお産を」

松田シゾエ 蝉場よしみ=聞書
学陽書房 1997年 7月  1628円

妊婦の身体と心の状態を第一に考え、助産婦のおおら

かで自然なお産がすぐ実行できる形でわかりやすく書

かれている。このようにゆったりとした気持ちで妊娠、

出産し、男性もまきこめたら良いだろうなと思う。

『大出産―傾向と対策J

清水ちなみ

扶桑社 1997年 7月  13∞円

セックス、妊娠、出産、出産後をアンケー ト。280人
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の回答。30の グラフデータも添えてある。今では夫の

立ち合うお産も21%に 増えた。わが子を殺したいと思っ

たことのある親は33%も ある。

F売 る身体/買う身体一セックスワーク論の射程』
田崎英明編著

青弓社 1997年 7月  3150円

売春を性労働 (セ ックスワーク)と捉えて、買売春を

考察する。現状分析、歴史研究など、 6人の論文から

なっている。いずれも「性労働」の捉え方が観念的す

ぎるのが気になる。

『ガンと女』

小野美智子 殿島三紀
砂書房 1997年 7月  1470円

ガン体験をした女性11人の ドキュメント。病気を正 し

く知り、病気と向き合う強さを身につけていく女性の

姿を素直に描く。

『ゲイ・ スタディーズ』

キース・ ヴィンセント 風間 孝 河口和也
青土社 1997年 6月  2520円

日本で初めてのゲイ・ スタディーズの本。差別と偏見

に満ちた同性愛者のイメージを分析した。ゲイ自身の

立場から、闘う理論としてのゲイ・スタディーズを語る。

『「性を考える」わたしたちの講義』

上野輝将 倉地克直 沢山美果子
田中貴子 西山良平 妻鹿淳子
世界思想社 1997年 5月  2520円

1994、 95年度、岡山大学教養部の総合科目「性を考え

る」のまとめ。歴史における性意識の講義が中心だが、

学生のうけとめ方にもジェンダー差があることがわか

る。座談会やアンケート分析は講義する側と学生の反

応とが率直に出ていて面白い。

「ポリセクシュアル・ラヴ

ーひとつではない愛のかたち』

石井達朗 青弓社 1997年 4月  2100円
さまざまなセクシュアリティのありようで、多形的、

多面的な現われ方をするのを「ポリセクシュアル」と

いう。映像作品を通 してセクシュアリティの多様な姿

を案内してくれる。

<ビデオ> 福祉現場の心のケア
「実践福祉スーパービジョン」

KK内山工房 20000円 +税

「リプロダクティプ・ヘルス/ラ イツ

ーからだと性、わたしを生きる一』

ヤンソン柳沢由実子

国土社 1997年 6月  1890円

性と生殖の健康・権利の問題は一

見みえにくい。優生保護法改定の

過程、不妊の自助グループ、障害

者へのインタビュー、生殖技術が

提起する問題などをとりあげ、女

性の生涯にわたる健康について考え

は読んでおいてほしい一冊。

る。女性なら一度

『私とあなたの「からだ」読本

一Teen's Body is Good&Sexy― 』

山本直英

明石書店 1997年 6月  1575円

人それぞれの生と性、からだのよさを発見して魅力的

な大人になるための十代に送るメッセージ。毎日中学

生新聞に連載していたものが単行本になった。

〔従軍慰安婦問題〕

『インドネシアの「慰安婦」』

川田文子

明石書店 1997年 5月  1890円

まだ明らかにされていなかったインドネシアの元「慰

安婦」への聞きとり調査。軍の関与、男たちの性のと

らえ方など、どの地域でも一様なのだ。読むのにつら

くなるが、目をそむけることはできない。

『「慰安婦」問題Q&A
―「自由主義史観」へ女たちの反論』

アジア女性資料センター編

明石書店 1997年 4月  600円

戦争責任に向きあう戦後の歴史教育を「自虐史観」と

攻撃する一部学者が、慰安婦の強制連行を裏づける史

料はないなどと主張。元「慰安婦」の証言を信用せず

被害女性たちを侮辱する彼等の言い分に対する反論を

わかりやすくQ&Aに。

『「従軍慰安婦」をめぐる30の ウソと真実』

吉見義明 川田文子
大月書店 1997年 6月  945円

従軍慰安婦問題は、アジア女性に対する重大な人権侵

害だとする人々に対して、今「新しい歴史教科書をつ

くる会」など、そんな事実はないとする人たちがいる。

日本軍に責任はないとする言説に対 して一つひとつに

答える形で反論している。
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『戦争とおんなの人権一「従軍慰安婦」の現在性』

山下明子 明石書店 1997年 4月  1890円
「戦争責任とジェンダー」「天皇制と人権」「女の人権

運動」など、力のこもった論文集である。運動にも関

わってきた著者の目は鋭い。

『私は「慰安婦」ではない一日本の侵略と性奴隷

アジアの声 。第11集』

戦争犠牲者を心に刻む会編

東方出版 1997年 8月  2100円

「慰安婦」制度への国家の関与や強制の事実を否定す

る人たちが今もって強権で、教科書にも記述させない

という動きがある。韓国、中国、台湾など各地の被害

者が真の解決を求めて、事実を語る集会の記録。

『裁判の女性学―女性の裁かれかた』

福島瑞穂

有斐閣 1997年 7月  1890円

裁判における判決を「女性の眼」で検討した。女性に

対する考え方は、決して中立的・客観的とはいい難い。

「結婚」に対する見方や、働 く女性の問題など、こう

して具体的にみていくと、様々な発見がある。

『福島瑞穂の夫婦別姓セミナー』

福島瑞穂

自由国民社 1997年 7月  735円

〔女 性 史〕

『愛と哀』

一アメリカ黒人女性労働史一

ジャクリーン。ジョーンズ

風呂本惇子 高見恭子
寺山佳代子訳

學藝書林 1997年 5月  3990円

奴隷制の時代から南北戦争を経て

も、なお厳しい労働に従事する黒

人女性の姿。南部から北部に移動

してからも黒人女性をとりまく環

境はきびしい。新しい時代に入って黒人女性がどのよ

うにして経済機構をのり超えていくのだろうか。初の

アメリカ黒人女性労働史。

『アメリカの女性の歴史―自由のために生まれて』

サラ。M・ エヴァンズ

小檜山ルイ 竹俣初美 矢口祐人訳
明石書店 1997年 5月  6300円

アメリカにおける女性史研究は、ヨーロッパのアナー

ル学派に代表される社会史の問題意識をとり入れなが

ら、次々と発掘され研究が進んだ。この本は、アメリ

カインディアンの時代から1980年代までのアメリカ女

性の生活や女性の組織的な運動などを捉えている労作。

『イギリス中世の女たち』

石井美樹子

大修館書店 1997年 6月  1890円

中世イギリスの働く女、旅する女など、市井の女たち

の姿、その生き方をたどる。中世のイギリス社会の慣

習や文化も紹介しながら、性と結婚、ギルドと女性な

どを検証していく。写真がイメージを具体的にしてく

れる。

『近世おんな旅日記』

柴 桂子
吉川弘文館 1997年 4月  1785円

旅する女たちは意外にも昔、多かった。しかも旅日記

を残している。自らの旅、旅の楽しさ、旅から得たも

の、行動する女たちの記録を読む一冊。父母を捨て、

子を捨て、夫を捨てて新しい旅に出る女の姿も見える。

『グアテマラの先住民の女たち

―リゴベルタ・ メンチュウと民主化のあゆみ』

伊従直子

明石書店 1997年 6月  2520円

国民の約60%が先住民の国グァテマラ。スペイン人の

侵略以降、過酷な政治的弾圧と人権侵害の中で生きる

様々な女たちの姿を、民主化への動きと合せてリポー

ト。(世界人権問題叢書17)

『工女への旅―富岡製糸場から近江絹糸へ』

早田リツ子

かもがわ出版 1997年 6月  1680円

「工女」から「女工」へと呼びかたも変っていく繊維

産業を担う女性たちを追う。労働争議のなかでも、人

権争議といわれた近江絹糸の長く苦しい闘いの中の女

性労働者たちの姿を克明に捉えている。

『この人たちの結婚一明治大正名流婚』

林えり子

講談社 1997年 1月  1733円

明治、大正、昭和の初めまでに生きた著名な人たちの

結婚を視る。桂春団治、夏目漱石、幸徳秋水、谷崎潤

一郎など17組の物語。個性の強い人たちだからかもし

れないが、現在よりずっと多様に生きている。ヤジウ

マ的興味のある方にはおすすめ。

律〕〔法



第64号  1997年 8月 25日 ウイメンズ ブックス

『新宿 女たちの十字路 国民が綴る地域女性史』
新宿区地域女性史編纂委員会編

ドメス出版 1997年 3月  2415円

区民女性によって新宿区で暮らした女性の生きざまを

掘りおこし、女性問題の歴史的背景を明らかにしてい

る。女たちの暮らし、学ぶ女たち、働く女たち、福祉

に活躍した女たち、新宿遊廓の女たちなどの項目ごと

に明治から昭和20年までをたどった。

『先史時代の女性

ジェンダー考古学事始め』

マーガレット・ エレンバーグ

河合信和訳

河出書房新社 1997年 5月  3360円

考古学には概念すらなかった石器

時代の女性にせまる。ジェンダー

による役割と関係はどうなってい

たかを問うことなど出来なかった

理論考古学の世界にはじめて女性先史学という新領域

が開かれた。日本で女性考古学者が極端に少いことか

ら男性の手によって翻訳、紹介されることになったと

いう。

『図説 娼婦の歴史』
ヴィオレーヌ。ヴァノイエク 橋口久子訳

原書房 1997年 4月  3360円

古代ギリシャ。ローマでの娼婦の姿を描写。避妊法、

服装、料金、アテネやローマの売春街の様子を記す。

美術館に残る絵画、彫刻にも言及する。

C咄 羅 ,観理』
福田光子監修

藤原書店 1997年 7月  7140円

『女と男の時空一日本女性史再考』全 6巻の別巻。既

成の年表にはない、女と男の関係史関連事項をピック

アップして一般の歴史事項と並記した。図版資料など

も多数掲載 している。

『ビゴーが描いた明治の女たち』

清水 勲
マール社 1997年 4月  1029円

フランス人画家ビゴーが明治の女性を描いたもの。当

時の男女の関係、女性の風俗などがよく解る。ビゴー

の見た日本は驚きの連続であったろう。観察眼が鋭い。

一螂

”

「「婦女新聞」と女性の近代』

『婦女新聞Jを読む会編
不二出版 1997年 6月  3360円

1900年 (明治33年 )創刊から1942
年 (昭和17年)ま で刊行された週

刊新聞の「婦女新聞」を婦人運動、

女子教育など様々なキーヮードか

ら読み解いている。

平凡社選書169

F平安朝の家と女性―北政所の成立』

服藤早苗

平凡社 1997年 6月  2310円

北政所の成立は、どの階層でも正妻 (家妻)の 安定的
役割が開始されたことの表現であるという。女性の社

会的地位や存在のあり方を家の成立と構造をみながら

検証する。

(エ ッセイ・文学〕

『いつだつて自分さかし

一オーストラリア子連れ留学記』

成瀬まゆみ

WAVE出版 1997年 5月  1565円
3歳 と5歳の子を連れてオーストラリアヘ大学院留学

は夫との関係を見直すための旅だった。地球の反対側

で自分を見つめた日々。自立への最初の一歩を記 した

エッセー。

Fいのちに始まる』

住井すゑ

大和書房 1997年 4月  1575円

「人間は時間の上ではみんな平等。特別な人なんかい

ない」という著者は95歳で逝去した。55歳 で『橋のな

い川』を書き始めて40年。自由と反差別を実践 した一

生を終えた。

『生き方の深い人浅い人』

重兼芳子

社会思想社 1997年 4月  672円

クリスチャンの著者は、ガンの告知を受けるが、今も

ホスピスボランティアをしているという。いかに病む

かいかに死ぬかなど人間の自然な姿を凝視する。

『沖縄の骨』

岡部伊都子

岩波書店 1997年 4月  2100円

「不当な戦争で殺され埋められ、くずれゆく骨の声を
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聞かずにいられない」という著者は、沖縄への思いが

ひとしおだ。そこは、婚約者の戦死した地でもあるの

だ。沖縄に寄せる情愛、非戦への思いをしみじみ語る

ェッセイ。

『女がひとりで生きるということ』

ゲイル・ ラトクリフ ハ ミッシュ・キース

関口和子訳

日本ヴォーグ社 1997年6月  1260円

今、時代の中で一番大きな変化は私たちの内側で起こっ

ている。シングル人口の多いニュージーランドでベス

トセラーになった本。シングルでいると自分を見つめ

られる。だから個性的。シングルライフを楽しむ普通

の女と男のホンネを語らせているところが面白い。

『「女 。子供」の目』

寿岳章子 千田夏光
お、きのとう書房 星雲社発売 1997年 1月  1365円
寿岳章子と千田夏光の二人の話と対談を収録。「女」

はつくられる、従軍慰安婦のこと、教育のこと、沖縄、

女とことばなど話はつきない。厳しい時代をくぐり抜

けてきた二人から「確たる信念をもって生きること」

を習びたい。

『風光るJ

落合意子

講談社 1997年4月  1470円

人と人、女と男のきもちのよい距離を描く、13編の短篇。

『語る女たちの時代―一葉と明治女性表現』

関 礼子
新曜社 1997年4月  3990円

フェミニズム批評として樋ロー葉、中島湘煙 (岸田俊

子 )、 福田英子などの著作を題材に、綿密な資料をも

とに独自の解析を試みた労作。闘う「父の娘」、一葉

の「語る主体」への生成の流れが圧巻。

『加藤シヅエの遺言―満百歳記念対談集』

加藤シヅエ

求龍堂 1997年 4月  1995円

1世紀を生きた目で、現在と未来を語る対談集。龍村

仁、下村満子、養老孟司、春山茂雄、岩国哲人と対談

している。

『甲比丹 カピタン』
森 端子

講談社 1994年 6月  1733円

森璃子が病床で書き続けたただ一つの時代小説。長崎

商館を舞台に時代の嵐に翻弄された遊女がいた一 。

『これからの時代は女性でわかる

一「百匹目の猿現象」が始まったJ

佐藤綾子

PHP研究所 1997年4月  1520円
時代の変化の核心を「女性」において見ると、見えな

いものが、見えてくるよと男性に呼びかける。なぜ女

性の方が外国語が上達するのか ?な ど興味深い。

「指揮官ニディア・ディアス』

ニディア・ディアス

桜井マレア・ エレナ 桜井隆志訳
つげ書房新社 1997年6月  2940円

著者は現在エルサルバ ドルの国会議員で野党の党首だ。

彼女はジャングルで政府と闘ったゲリラだった。負傷

して米軍の捕虜となった6カ 月間の体験を綴ったもの

だが、中米の複雑な政治状況は、我々の想像を超える。

『せつない恋の育て方―ヒロインたちの愛の選択』

上村くにこ

PHP研究所 1997年 5月  1260円

ギリシャ神話の恋、中世の騎士の恋、文学の中の恋。

恋はせつなく苦しいけれども恋する人は天使になれる。

女と男のさまざまなステージをくぐってきた著者が若

者に恋のススメを説く。

「その人のどこが人を魅きつけるのか

―友人の多い人、少ない人一』

神津カンナ

三笠書房 1997年 2月  1130円

話 し上手、聞き上手であることと、人づきあいがいい

ことは別。相手に合わせるよりまず自分を磨くことが

大切。有名人のエピソードも入れたソフトエッセー。

『大地の息づかいがきこえる』

スザンナ・ タマーロ 泉典子訳
草思社 1997年 4月  1785円

イタリアでベストセラーとなった自伝的長篇。

『転職して、国会議員になった』

辻元清美

第二書館 1997年 4月  1575円

ピースボートの地球一周の旅から国会へ。元気印の著

者が国会の内情を明らかにする。 “居たとこ好き"と
いうだけあって、国会の中も居心地をよくしてしまう。

しかし、スジは通す。これからの活躍が楽しみ。
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『バブルと寝た女たちJ

家田荘子

講談社 1997年 2月  1325円
バブル時代、バブルで金回りのよくなった男たちの愛

人となって派手に遊んだ女たちのその後。借金地獄に

おちてAV女優になったひとなど、バブル時代のツケ
を今払っている女たちをリポート。

『負の国の住人たち―道化と黒人と女性と』

佐々木エツ子

近代文芸社 1997年 3月  2039円

悪役、道化、ダーク・ レィディ、ホモ・ セクシュアル

など戯曲の中の負の主人公を語るシェィクスピア試論。

文中のセリフが面白い。

「ポジティプに生きる

一自分の可能性を諦めない生き方』

奥谷證子

ザ・ アール21 1997年 4月  1365円

仕事をする女性へのアドバイス。著者は人材プロデュー

ス会社の社長。自分らしさの出し方、人脈論から人と

のつき合い方、遊びや心の問題まで参考になる。

『ロマンティックな旅ヘーアメリカ編―』

松本侑子

幻冬舎 1997年 6月  1890円

赤毛のアン、若草物語、大草原のローラ・ シリーズな

どおなじみの主人公たちを訪ねた旅行記。

「杉本苑子全集2 華の碑文 終焉』
杉村苑子

中央公論社 1997年 4月  3780円

『林芙美子全集 全16巻』
林緑敏 吉田精一監修

文泉堂出版 1997年 7月  157,500円 (分売不可)

長篇、短篇、随筆、創作ノート、年譜、図書目録など

新たに加えた24篇を含めて林芙美子のすべてを収録。

〔男 性 学〕

さがし

―ジェンダーとしての男に気づく』

メンズセンター編

かもがわ出版 1997年 6月  600円

1996年 11月 に京都で開かれた「第

1回男のフェスティバル」のダイ

ジェスト版。多彩なヮー クショッ

プとばらばらな話、悩み、女人禁

『男たちの「私」

制分科会まで賑やかに行われたことが伝わってくる。

『オ トコが「男らしさ」を棄てるとき』

豊田正義

飛鳥新社 1997年 6月  1470円

著者は男の生き難さをめぐる問題を問う「メンズリブ

東京」代表。その活動の中で見えてきた男性問題の報

告書。「男らしさ」に悩む男性のインタビューと著者

自身の体験。

〔高齢・福祉〕

『癒しの心をもとめて一医療と福祉の現場から』

日本福音ルーテル教会東教区 。医療従事者の会編

人間と歴史社 1997年4月  1800円

高齢者の医療と福祉に関して、特に終末期の心の支え

や、痛み、悲嘆についての講演やシンポジウムを集め

たもの。医療の現場から支援のあり方を探る。末期の

人を抱える家族にはとても参考になる。

『どうします あなたと私の老後
―名古屋の女性がとりくむ「介護の社会化」』

児島美都子十地域福祉を考える会編

ミネルヴァ書房 1997年 6月  2730円

地域福祉を自分たちの手でと、新しいホームヘルプ事

業を生んだ女性たちの挑戦。ボランティア活動から実

際に非営利事業を起こして、それが行政の福祉へとつ

ながっていく過程を報告。行政の安上がりや下請けの

ボランティアでなく、住民参加型福祉の新しい方向性

を示している。

『福祉文化へのアプローチ』

一番ケ瀬康子

ドメス出版 1997年 3月  21∞円

「福祉文化学会」を創設した著者の新しい文化論。人

間らしい真の福祉を基軸とする社会へ向かう今、「福

祉」を必要とする人たち、痛みを知る人たちの自己実

現がまさに「文化創造」であるという。

〔そ の 他〕

『あなたがストーカーに狙われたとき』

メリタ・ ショーム カレン・パリッシュ 秋岡 史訳
現代書館 1997年 5月  2415円

ストーキングとはどんな犯罪なのか、ストーキングに

対する被害者の対応、警護とプライバシーなど、ストー

キングの全てを検証。この重大で憎むべき犯罪を知り、

警察も社会も真剣にとりくむべきだと訴えている。
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『男社会へのメッセージ』

読売新聞福岡総本部女性問題企画委員会

海鳥社 1997年 5月  15∞円

読売新聞福岡版に連載された同名の記事の再録。福岡

で活躍する女性たちが、実例をあげて性暴力、労働、

教育、メディア、法律などの問題点をあげている。新

聞のコラムなので一篇は短いが、要所をついている。

『現代社会文化論』

橋本和孝 大澤善信編著
東信堂 1997年 6月  2835円

日本社会の少子化、高学歴化、高齢化など大きな変容

の時代、<装置としての文化><規範としての文化>
を再考した論文集。善本裕子の<「女らしさ」と「男
らしさ」の現在>収録。

『自分を癒す社会学入門

一自分の “あるべき姿"な んて本当にあるのか』
ポーラ文化研究所編

落合恵美子 渡辺保 橋爪大三郎
芸文社 1997年 7月  1575円

ポーラ連続セミナーの講演をもとに編まれた。落合恵

美子の家族すること (自 分を与えられる場)渡辺保の

役割を演ずること (他者を生きる身体)橋爪大三郎の

言葉をしゃべること (他者を獲得する場)二人三様に

近代社会が創り上げてきた「役割」をおりることで癒

されるというが。

『100の 洗い方と自家製石けん 増補改訂版』
自然食通信社 1997年 4月  1050円

石けんの作り方、石けんで洗うコツ、石けんさえも使

わない暮らしなどの情報がいっぱい。石けん初心者に

もわかりやすく「洗う」ことについて考えさせられる。

『最新版 第二次改訂 まともな食べものガイ ド』
根本悦子+

まともな食べものと暮らしのプロジェクト

学陽書房 1997年 6月  1890円

自然食品店、専門店、仕出し、レストラン、宿、生協、

流通卸、幼稚園、有機農業私塾にいたるまで、所在地、

TEL、 料金、入手方法、特長や詳しい内容を網羅 した

ガイドブック。

『月刊女性情報 5月 号』

『月刊女性情報 6月 号』

『月刊女性情報 7月 号』

以上     パ ドウイメンズオフィス 2752円

『社会文学 第11号 1997 特集 ジェンダーの探求
-21世紀をめざして』

日本社会文学会 発売不二出版 1997年 6月  1890円
こういう雑誌もフェミニズム批評をとりあげるように

なった。江種満子、水田宗子、金井淑子、薮貞子など

の興味深い論文が掲載されている。

『理想―特集 フェミニズムと哲学 No.659』
理想社 1997年 6月  1995円

田中美津とフェニミズム……金井淑子

フランス・ フェミニズムという思想実践……大越愛子

他、河上睦子 。松本千鶴子・志水紀代子等が執筆。

〔資   料〕

『女性情報年鑑 1997年 版』
パ ド・ ウィメンズ。オフイス

教育史料出版会 1997年 7月  3870円

この一年の女性問題に関する情報を網羅。

『家庭科、男も女もこうして拓いた共修への道』

家庭科の男女共修をすすめる会

ドメス出版  1997年 7月  2625円

「家庭科は男女共に必修として学ぶべきだ」という理

念にもとずいて20年余に亘って運動を続けてきた会が、

全国に中 。高校で共修が実現するまでの活動を一冊に

まとめた。様々な論議、提言が収録されている。

『資料で読む女性 。家族と法』

白石玲子

フォーラム・ A 1997年 4月  1890円

96年国会に民法改正法案が出されるかと思われたが、

結局、夫婦別姓の法制化は見送られている。この本で

は「両性の平等」の理念をもとに、女性と家族に関す

る多くのデータを収録した。関連の法律も収録、女性

学関係のテキストにおすすめ。

『女性参政関係資料集」

市川房枝記念会編

市川房枝記念会出版部 1997年 7月  2940円

国会・地方議会、行政司法への女性の参加状況、国

際的な動向、女性の政治参加をすすめるための行動計

画などを収録 (B5判 )

「女性の能力発揮を目指して

一雇用の分野における女性の現状と課題―』

総務庁行政監察局 大蔵省印刷局 199宵円月 2037円
平成 8年 4月 ～ 6月 にかけて、調査した均等法の定着

状況。均等法の実効性を確保するための措置の実施状

誌〕〔雑
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況、職業生活と家庭生活との両立支援対策の実施状況

等の調査をふまえて勧告を出した。セクハラなど殆ど

対策がとられていないことが明らかになっている。

現状と施策』

―男女共同参画2000年 プランのス

タートに当たって一

総理府男女共同参画室編

大蔵省印刷局 1997年 7月  2835円

プランの項目に即して、グラフと

図表で分析、政府の施策の推進状

況をプランの構成に沿って詳細に

紹介。A4判。

『男女雇用機会均等法・労働基準法 (女子関係)育児、

介護休業法・ パー トタイム労働法・解釈使覧』

労働省婦人局監修

(財 )21世紀職業財団 1997年 2月  3150円

『売春対策の現況』

総理府 大蔵省印刷局 1997年 4月  1470円
売春防止法制定50周年を機に、この闇の売春の実態と

変化と現状、売春対策のあゆみなどを調査した。その

訂 正 と お 詫 び

報告書である。売春助長事犯の調査もしているが「買

春」に関しては何ら報告なく、買う人なくして売春が

なり立たないにも拘らず買う側の実態が解らないのは、

誠に残念だ。

〔文庫になった本〕

ちくま文庫  『妊娠小説』   斎藤美奈子 714円
ちくま文庫  『クレヨンハウス物語J落合恵子 735円
双葉文庫  『すみっこのすみっこ』

わかぎおゝえ 520円

双葉文庫  『女体の神秘』   わかぎお、え 479円
学陽女性文庫  『女の子の育て方』 樋口恵子 693円
学陽女性文庫  『逆光の智恵子抄
一愛の伝説に封印された発狂の真実―』

黒澤亜里子 693円

講談社文庫  『セカンド・ レイプ』 落合意子 530円
新潮文庫『老いてなお我が家で暮らす』

朝日文芸文庫『家族の標本』

沖藤典子 500円

柳 美里 504円
朝日文庫『女たちの太平洋戦争②一日本軍をみた内外

の瞳』              588円

先号から本の価格を「本体金額に消費税 5%をたしたもの」で表示することに致しましたところ、今まで
本の価格表示は内税でなされていましたため混乱が生じ、間違った金額を載せてしまったものが多 くあり

ました。ご迷惑をおかけした方には申しわけありませんでした。

ここに謹んでお詫び致しますと共に、訂正させて頂きます。今号からは充分注意をいたします。

誤

「愛と性と母権制」        3028円 →

「母と娘のフェミニズム」     3460 →
「肩パットをはずした女たち」   1260 →

「在宅ヮーク完璧マニュアル」   1575 →
「看護婦だからできることⅡ」   1575 →

「ハンサムな女たち」       1522 →
日心的外傷と回復」        7137 →

「母親の心の傷が癒されてゆくとき」 1260 →

誤   正
「更年期を迎える」        2100円 → 2039円
「女性と出生前検査」       2940 → 2854
「できちゃったらどうするマニュアル」 1260 → 1223

「私たちのお産からあなたのお産へ」 2535 → 2415

「遊女 。からゆき。慰安婦の系譜」 2575 → 2625
「よその家の夫たち」       1946 → 1890
「シネマジャーナル VO1 40」    800 →  815

正

2940F電

2446

1223

1528

1528

1478

6930

1223

ウイメンズブックストア松香堂の最新刊 。近刊

『子ども性虐待防止白書』 子ども性虐待防止市民ネットワーク。大阪編

寺本哲子著

840円 +税 =882円 (既刊)
1200+税 =1260円 (9月 刊)

840円 +税 =882円 (9月 刊)

『誰でもできるインターネット初歩の初歩』

『かんたん カンタン 編集講座―広報誌・ ミユコミ作りのために』
中西豊子 +フ ェミネット企画著
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「 悩 みを自分で乗 りこえ る」

―女性 のための紙上相談

浜松女性のためのカウンセリングルーム

設立 15年を迎えようとしているカウンセリングルー

ムが、長年担当し好評を得てきた新聞の紙上相談コラ

ムをまとめ本にしました。そこでは、身近な悩みをジェ

ンダーの視点で見通 して、自分で乗りこえていく勇気

と知恵を湧かそうという姿勢があります。いわゆる人

生相談と違って「本音 。実感をまず声にする」ことも

難しい女性の立場に共感してきた「女性のためのカウ

ンセリング」らしい地道な回答と、さらにそこに男女

共同参画の理念を持っているところが特徴です。女性

の悩みの社会的・個人的意味を考える相談例は、悩む

人には乗りこえるヒントとなり、カウンセリングの学

習をしている方には、ロールプレイや事例検討の材料

として活用できることでしょう。

210ペ ージ、A5判、下記に申し込んで下されば、実
費 800円 と送料 310円 でお分けしています。送金は

本をお送りするときに同封された振込用紙でお願いし

ます。

〒432 浜松市元魚町150-5

浜松女性のためのカウンセリングルーム

電話・FAX 075-456-1628

『性の商品化とメディア』
―「性の商品化」に対するメディアの作り手。送 り手

の意識、並びに取り組み実態調査報告書一

を 発売 しま した /
吉田 清彦

大阪府の1996年度ジャンプ活動助成金の交付を得て、

昨年10月 に行った実態調査の結果がこのほどまとまり、

上記のタイトルで発行致しました。

メディアの「送り手」が、性差別や性表現や性の商

品化の問題についてどのように考えているかをさまざ

まな角度から質問し、「第二者機関」のガイ ドライン

の作成などについても率直な意見を聞き出すことがで

きました。また全国自治体のこの問題に対する認識と

取り組み状況についても同様に調査 し、「行動計画」

のなかでどのように位置づけられているか詳細な比較・

分析を試みました。

メディアの作り手、送り手、視聴者、そして行政の

真剣な議論と対応が求められています。この問題を考

えていく上での基礎資料として、ぜひお買い求め下さい。

A4判  150頁  1050円  送料310円
問い合せ先 :コ マーシャルの中の男女役割を問い直す会

「性の商品化」問題調査研究プロジェクト

〒661 尼崎市東園田町3-83-7-103(吉田清彦 )

TEL・ FAX06-499-1274

ドイツで世界の女性運動を概観する文献目録刊行

1lse Lenz,Anja Szypulski,Reate Molsich(Hrsg.)

“Frauenbewegungen lnternational. Eine Arbeits‐
bibliographie" ISBN 3-811X11491_5,

寺崎あき子

女性運動やフェミニズムについて世界的にどんな研

究 。文献が刊行されているか、を知るのに便利な文献

目録がこの程、 ドイツのLeske+Bedrich社から刊行
された。「ジェンダーと社会」シリーズの 1冊 で、編

者は日本を始めアジアの女性問題にも詳しいポーフム

大学社会学教授イルゼ・ レンツさんら3人の女性学研

究者。フェミニズム思想、グループや活動に関 して70

年代以降に発表された研究文献に焦点を絞って2250点

を取りあげ、①女性運動に関する文献目録、②女性運

動に関する一般的文献 (意識・思想の発展、地域別 )、

③女性運動の歴史 (項 目別、地域 。国別 )、 ④60年代

以降の女性運動 (同 )の 4部に分けた。収録文献は ド

イツ語、英語、フランス語のものに限定されているが、

世界全域をカバーしたこのような目録は世界でも初め

てで、英語の文献を知るだけでも十分参考になる。英

語による使用の手引きもついている。価格、注文など

詳しくは松香堂までお問い合わせを。

A5判、234ペ ージ。

マイマイ族 31号、少 し遅 くな りま したが
鈴木 美和子

巻頭特集は、前号に続いて「女の転機です。 20代

から50代の女たち (東京と新潟在住がほぼ半々、中

には四国の人も)が、それぞれの転機、それぞれの人

生について語ります。

失職、大学院への社会人入学、日本への帰国と事務

所の開設、プティック開店から10年 での新 しい趣味

との出会い、念願の義父母との別居。ペーパー離婚 し

た人もいれば、若い頃のダイエットヘの関心から食や

環境にこだわり続ける人もいます。中には、個人でバ

ングラデシュに学校を建ててしまった人も。読み手の

興味に応じて、共にわくわくして下さい。

今年初頭の「ナホトカ号』重油流出事故での柏崎で

のポランティア体験記「海から油がやってきた」から

は、現地の不安 。実態 。風聞等がよくわかります。

B5判・ 50ペ ージ・ 1部 315円 (送料別)

申し込み先 〒201 東京都狛江市東野川4～ 26～ 14
03-3489-3979(tel)  03-3489-0933(fax)

この欄の本は松香堂で扱っています。但し「悩みを自

分で乗りこえる」は浜松へ直接お申込み下さい。
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ミニコミの女たち

「半分の賃金でも男女平等 ?
一大企業の女性差別とそれを

許す労働省を問う」

住友男女賃金別事件弁護団 編
発行 WWN(=ワーキング・ウイメンズ。ネットワーク)

日本の働く女性の賃金が低いのは「女性がすぐ辞め

るからだ」「女性は賃金の低いパートが多いから」と、

日本政府は世界に向かって言い訳し、女性評論家の多

くもそれを肯定した。まるで、すぐにやめる女性に責

任があるかのように。

でも私は「それって違うんじゃないの」と、ずっと

頭の隅っこに引っ掛かるものがあった。結婚 したらや

めるのがあたりまえで、働きつづけたいと表明したら

上司が「俺の家族を路頭に迷わすつもりか」 (住友生

命の場合)と しつこく退職干渉したり、社内共働きな

らすぐに夫の方を転勤させたりと、女性を働かせない

仕掛けがいっぱいある。では、障害をくぐりぬけて働

きつづけた女性たちは、勤続年数にお、さわしい仕事を

与えられ、賃金も保証されているであろうか。答えは

「ノー」である。26歳 くらいで女性の昇給はストップ

して「寝たきり賃金」となる。仕事内容も入社のとき

と同じだったり、あるいは転勤 していった課長の代理

をつとめても評価は低いまま。何と定年まで働いても

同期同学歴の男性の半分の賃金なのである。

これはあきらかに日本の構造的な問題である。女性

は結婚したら退職して子育て、子どもが大きくなった

ら安い賃金でパート、親が病気になったら介護に専念

一一生産活動は男性が、銃後の守 りは女性がといっ

た「性別役割分担」がくっきり確立している。

たしかにこの仕組みは「効率的」である。女性の労

働権を犠牲にして、「愛」の名によって男性を過労死

するまで働かせて、日本経済は世界を制覇 したのであ

る。国や企業の期待する生き方をした場合のみ、女性

が「幸せになる」社会システムを整備したのである。

家族手当や配偶者控除や年金のシステムによって、女

性を職場から排除したのである。

こういう仕組みを何とか変えていきたいと、いま賃

金差別を問う裁判がいっぱい起こっている。WWNが
係わっているだけでも「野村証券」「日立製作所」「シャー

プ」「塩野義」「昭和シェル」「商工中金」陳 松」「岡谷」

「高砂建設」「石崎本店」そして住友金属・住友化学・

住友電工・住友生命である。

さて、このパンフレットは、住友 4社の女性たち21

人が、女性に対する仕事の配置や処遇は憲法に照 らし

てまちがっていると、国や企業を相手に争っている

「住友男女賃金差別事件」の概要と争点について住友

弁護団が執筆したものである。出発前に提訴し北京会

議でワークショップを持ち世界に宣言した歴史的裁判。

9月 には英文版も完成する。

この 6月 に労働基準法が改定されて (施行は91年 か

ら)、 女性への残業や深夜業規制がなくなり男性と完

全に同じ労働基準となった。そして均等法は、採用や

配置も努力義務から禁止規定になったとはいえ、肝心

の「間接差別の禁止」が入っていない。つまり、コー

スが違うから男女差別ではないと企業が言い逃れる余

地を残したのである。

WWNは 9月 に同一価値労働同一賃金の日本への適
用について ILOに 訴えに行く。パートであれ、正社
員であれ、同じ価値の仕事には同 じ賃金を一一 公衡

な社会システムを模索するのもやり甲斐のある仕事で

すね。読者のみなさん。このパンフを読みWWNに入っ
て一緒に女性の働く権利を確立しましょう。

(正路怜子・ WWN世話人)
*バ ンフの連絡先=大阪市北区本庄東11112正瑞園
8&FAX 06-3593434(パ ンフは松香堂で扱って
います。A6半 1・ 50頁・525円〒90、 英文版。llXICl円 )

1995年 3月 住友の女性たちが労働省婦人
少年室調停申請したとき

1995年 9月 1日 北京会議のヮークショップにて
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「れ組通信No.121-書 評『レズビアンの歴史』」

れ組スタジオ・東京 1997年 5月  420円

「れ組通信No.122-れ 組通信バックナンバー紹介」

1997年 6月  420円

「れ組通信 No.123-レ ズビアンのレズビアンによる

レズビアンの為の『エレン』」  1997年7月  420円
「月刊むすぶ No 318-特集  ダイオキシンが見えて
きた」 ロシナンテ社 1997年 6月  700円

「月刊むすふNo 319-特 集 ニュー・カマーの居場所一
外国人の人権を守る取り組み」 1997年 7月  700円

「月刊むすぶ No.320-特集 遺伝子組み換え食品を
問う」 1997年 8月  700円

「Voice第82号 ―婚外子差別撤廃 !子 の姓は出生時に

決める別姓の導入を !」

住民票続柄裁判交流会 1997年 5月  210円

「∨oice第 83号 ―住民票続柄裁判、最高裁へ補充書提

出 !」 1997年 6-7合併号 210円

「女のからだからNo 143-5.10.母 体保護法から1年、

全国で女たちが同時集会」

SOSHIREN女 のからだから 1997年 5月  315円
「女のからだからNo.144-5.10.全国同時多発集会

報告 (岡山・富山)」      1997年 6月  315円

「女たちの21世紀 No.11-特 集『マイノリティ』 。女

性 。わたし」

アジア女性資料センター 1997年 6月  1050円

「あごら229号 ―特集 なぜ今『自賛史観』かⅡ」
BOC出 版部 1997年 5月  1200円

「あらご230号 ―特集 なぜ今『 自賛史観』かⅢ 吉
見義明、松井やよりほか」  1997年6月  1365円
「シングルス・ ネットVOL.34-2月 例会報告 リレー・

トーク『私のシングルライフ』

確信犯 ?シ ングルの会 1997年 5月  262円

「女のためのクリニックニュースNo 144-WC012周

年記念大会報告『女たちが望む心とからだのケアとは

何か』」 ウイメンズセンター大阪 1997年4月  420円

「女のためのクリニックニュースNo.145-第 8回 女と

健康国際会議報告①」 1997年 5月  420円

「女のためのクリニックニュースNo.146-第 8回女 と

健康国際会議報告②」 1997」手6月  420円

「女のためのクリニックニュース147号 ―リプロダク

ティブヘルス・ ライツわ私たちの手に③」

1997年 7月  420円

「ファイ ト・パックVo!.28-シ ンポジウム『性被害と

女性』 性暴力を許さない女の会 1997年 1月  525円

「ファイ ト・パックVol。29-書評 β心的外傷と回復』

ポイント整理と私感」 1997年 5月  525円

(松香堂で扱っているミニコミの最新情報です)

「VOICE OF WOMEN No.181-フ ォーラム 『人権
と私たち』ベアテ・ シロタ。ゴードンさんを迎えて」

日本女性学研究会 1997年 5月  157円

「VO!CE OF WOMEN No.182-5月 例会報告『女た
ちのスウェーデン、その後……』 1997年 6月  157円

「VOICE OF WOMEN No183-長 息会員アンケー
卜16名一挙掲載 !」 1997年 7月  157円

「 トランタン新聞Vol.31-特集 かっこいいママにな
る私プレゼンテーション」

(有 )ト ランタンネットワーク新聞社

1997年 5月  210円

「 トランタン新聞Vol。 32-乾杯5周 年企画『天晴れ !

元気な女の夏祭り』大特集」 1997年 7月  210円

「月刊家族第135号―特集 家族制度の亡霊はいつ消
えるのか ?」 家族社 1997年 5月  315円

「月刊家族第136号一特集 四十代後半のノーキッズ
,-?/o+) 1997年 6月  315円

「月刊家族第137号―特集 あなたはなぜ子どもを産
みましたか ?」 1997」軍7月  315円

「GAZETTEVol.16-特集<若い人たちとメディア>
パリ国際会議から」

FCT市民のテレビの会 1997年 7月  682円

「くらいすVol.2-特 集『高齢社会』考えよう あし
たはわたしもおとしより」

くらいす編集室 1997年 5月  525円

「マイマイ族第31号 ―特集 女の転機 (第 2回 )」
いろいろ見えてくる女のミニコミマイマイ族

1997年 5月  315円

「メンズネットワークNo.35-特集 ようこそ男性学
の世界へ」 メンズセンター 1997年 5・ 6月  315円

「HEARTあ いNEWS No.17-洗 剤を見直してみま
せんか ?」

HEARTあ いねNEWS編集部 1997年 7月  210円
「パワーアップニュースVOL.22-魚 住けいさんイン

タビュー<命あ3、 れる沖縄の『食』を南風に乗せて」
パワーアップ・ プランニング 1997年 6月  315円

「TOK・ TALK8月 号―育児・懸賞・ フリマなど関西
の身近な情報」

情報サークルTOK・ TALK 1997年 7月  525円

「キリスト教女性史研究一日本の女子高等教育とフェ

ミニズム」

日本キリスト教女性史研究会 1997年 3月  525円

「中国女性史研究第6号―特集 中国女性とキ リスト
教」   中国女性史研究会 1997年 1月  1050円
「中国女性史研究第7号―求められる新女性像 日本
統治初期における台湾の社会変容をめぐって」
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1997年 1月  1050円

「ぶっつぶせ『均等法』―労基法改悪阻止 !」

第6回労働者女性解放全国集会実行委員会

1997年 6月  210円

「くらしと教育をつなぐWe5月 号―特集 母性とい
う罠、インタビュー水田宗子『母と娘のフェミニズ

ム』」 フェミックス 1997年 5月  630円

「くらしと教育をつなぐWe6月 号―特集 いじめ・
排除する思想」 1997年 6月  630円

「くらしと教育をつなぐWe7月 号―特集 自立のイ
メージを探る」 1997年 7月  630円

「W!F E266号 ―特集 一世一代の買物
わい8、編集部 1997年 7月  560円

「FLCニ ュースレターNo.23-特集 仕事 〈働 く事〉
とお金」

女性ライフサークル研究所 1997年 7月  315円

「日米女性ジャーナル日本語版No.21-慰 安婦問題を

めぐる国際世論の動向と私たちの課題/ほか」
日米女性センター 1997年 2月  2625円

「マガジン・ ショーー見 (魅)せ る雑誌とは ?」

本書は、ポスト構造主義に基づくフェミニズム日

本文化批評である。欧米ではポスト構造主義/ポ ス

トモダニズムをフェミニズムはどう受け止めるべき

か、どのように取り入れることができるか、活発に

議論されているようだが、序章に、ポスト構造主義

とフェミニズムの接点についてのわかりやすい解説

があり、ポスト構造主義の思考へと読者を導き入れ

てくれる。

女とか男とか、われわれがこれまで当然、自然と

考えてきたジェンダーというものが、どこでどうい

う8、 うに作られていくのか、そのからくりを文化構

造の中で読み解いていく文化批評としての本書は、

文学批評、国語教育、マス出版、ベストセラー、文

学賞受賞作品など、影響力の大きい文学言説の場を

取り上げて文化諸面を鋭く分析しており、斬新な知

的刺激に満ちている。

第一部の焦点は、女性の不可視化のプロセスの分

析である。文学の中で「女」がいかにして不可視に

アミ編集者学校 1997年 5月  501円

「北摂シンポジウム記録集『老人の人権』を考える一

となりの芝生は青い ?2」

高齢者福祉を推進する北摂ネットヮーク

1997年 2月  525円

「シネマ 。ジャーナルno.41-第 十六回香港電影金像

奨 レポート、『アントニアJ。「インディラ』来日記

念会見」 テス企画 1997年 7月  816円

「奈良らぶりいママ情報VOL.3」

おふいすリングリンクス 1997年 4月  8∞円

「WANA仕事PR B00K 1997'S― 在宅 。フリー・ 自
営業など関西～東海の『女性仕事人』紹介」

WANAフ リーランサーズライン 1997年 5月  10∞円
「東京強姦救護センターニュース第35号 ―公開講座

『信じてもらえない強姦被害―知り合いによる強姦J

東京 。強姦救護センター 1997年 7月  105円

「グリーン・ レターVOL.5」

大阪心のサポートセンター 1997年春 315円

「グリーン・ レターVOL.6」    1997年 夏 315円

されてしまうのか、女流文学がどのようにして二義

的位置へと置かれてしまうのか、文庫本末尾に加え

られている男性文芸評論家による解説が「男が規定

する女」にあてはまらない女をいかに歪曲してしま

うか、等について、鋭い目を向ける。

第二部では、家父長制のもとで作られたジェンダー

解体の動向を、現代女性作家作品の中で探っている。

著者は、現代女性作家は、これまでにない実に多様

な「女」を描いており、ジェンダー・ コー ドの大き

な変化の兆 しだと見る。吉本ばななと新井素子の作

品におけるジェンダー構築の分析、林真理子と群よ

うこの作品に見られるジェンダー主体位置の比較対

照は面白い。最後は、芥川賞、直木賞を受賞 した女

性作家の作品を取り上げ「女が定義する女」を分析

する。

フェミニズム、ポスト構造主義からの日本文化分

析の必読書である。

高井葉子 (大学非常勤講師・女性学)

゛へ鍬〉わたしの推したいこの中冊 くヽ マ◇

0ジ桑I(属鐘笙翼摯讐ξ萱貢ゝ製魔温肇
化」

(有賀千恵子著 日米女性センター 1996年  2,800円 )
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=書 評=
『 〈近代家族〉を超える』

善積京子著

青木書店 2625円

この本は、前著『婚外子の社会学』(世界思想社)で、山川菊枝賞を受賞した善積京子氏の最新作。 これま

でまとまった調査がなかった日本の「非法律婚」の実態について、その意識と本音、暮 らしの実態に迫 った

初めてのレポートといえる本である。

レポートは、女319票、男300票 (こ のうちカップルの両方が回答したのは、299組 )の アンケー ト回答に基
づいて分析をすすめる。回答に対する視線は、もちろん分析的であるが、同時に、回答者のニュアンスを大

事にしようとする姿勢をも合わせて持っていると感じられるのは、著者も女性解放運動の一翼を担 う市民活

動家の一人でもあるところからきているのだろう。最も中立的な言葉として「非法律婚」の語を選んだのも、

実は回答者の自由回答への記述がきっかけだったというあたりも正直に書かれていて、好感がもてる。

本書によれば、婚姻届を出さない人たちが、自分たちの暮らし方をどう認識 しているかによって、非法律

婚は①事実婚 (届 けは出していないが、結婚であるという自己意識をもつ)②非婚共棲 (同居 して生活 して
いるが、結婚に期待される夫や妻の役割に否定的)③ コミューター (特定の人と継続的性関係にあるが、別々

に生活拠点を持ち続け、結婚に分類されることに否定的)の三つに分けられるとする。 この三類型は、 これ

まで非法律婚の当事者たち自身が漠然と気付いた立場の違いをはっきりと目に見える形に取 り出して見せた

ものである。

自由回答欄やインタビューによってとらえられた生の声は、この三類型も、それぞれの家事、育児、家計、

性関係などの生活実態の変化と同じように時間経過などによって揺れをもつことを伝えている。

非法律婚は、イコール事実婚なのではない。一口に非法律婚といっても、微妙に立場が違い、生活実態 も

違う。同一家計、同居といった要素も共通項ではない。そしてその立場は変わりもする。 このことは、今後

具体的な戸籍制度の改革や民法改正を求める上で、はっきり認識する必要があるだろう。本書は、その基礎

的データを提供したという意味で貴重な一冊である。

島津良子 (婚外子差別と闘う会会員 奈良女子大学講師)
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上記の書評欄への投稿をお待ちしています。

女性の目で見直した鋭い批評や、視点を変えた

ユニークなものをお寄せ ください。 41111字 詰原

稿用紙に約2枚、900字前後です。掲載させて頂

いた方には薄々謝、進呈致 します。

「あなたの情報 。私の情報」とコラム「わた

しの推したいこの一冊」は、知って欲 しい本、

ご意見・情報交換等に御利用 ください。4CXl字

以内でお願いします。但しこれらの欄は、薄々

謝も差し上げられません。ご了承下さい。

尚、ご投稿は会員に限らせていただきます。

宛先は

〒602京都市上京区下立売通西洞院西入

松香堂書店「ウイメンズ ブックス係」
です。

次号の締切は 1997年 10月 20日。

たくさんのご投稿をお待ちしています。

※次号は1997年 11月 25日 発行の予定です。

編 集 後 記

○フェミニズム再考のために何が力になりうるか。女

から男へ、女たちへ、もっと明晰に問いを問いかけ

てみよう。不分明なものを解く糸回は、いい問いか

らしか生まれない。その問いは、自分自身にも向け

られるのだが。残暑お見舞。ご自愛のほど。

(や ぎ みね)
○台風の多い夏ですが、皆様お変りありませんか。女

性問題資料が大分増えてきました。今号は紹介 した

い本が多くて、 2頁増です。

こうして編集をしている間にもまた新刊が続々と

出版されて、積み上っていきます。次号もどうぞお

○今年度の会費未納の方至急お振込み下さい。

天満橋店でただ今

<安全なくらし。食べものを考える>
ブックフェア開催中。どうぞお立寄り下さい。

楽しみに。 (と よこ)


